「部活動の役割を考える」分科会報告　　　　　青年期の心

新採用6年目の女性のレポーターが、主に次の2点について問題提起を行いました。第一に生徒の家庭の「経済的貧困」が部活動加入率を下げ、生徒・保護者の「経験の貧困」につながっている点である。部活動にはお金がかかると言う保護者もいる。アルバイトなどの理由で部活に入らない生徒もいる、また様々な理由で止めてしまうこともある。その結果、生徒間の体験や人間関係作りに差が出るという。第二に顧問の職業人としての働き方の問題がある。我々教職員の過剰労働である。いまだに「若手が運動部の顧問になって、休みがないのは当たり前」という雰囲気があるそうだ。「苦痛だ」というベテランの野球部顧問もいた。
特勤手当も増え、嘱託も増え、安定し、社会体育に移行していく方向に向かうなど、一見収束したように見える部活問題、実は何も解決していないといっていいのが現実だ。
折りしも、「ねざす」No.50にも運動部活動の特集がされた。単独引率問題も話題にもなった。
「部活ってなんだろう」という問いに対してわれわれは一所懸命自分の経験や夢を語るが、経験の違いや、職場環境の違いにより、議論はいつも個別的になり、うまくかみ合わない。そして纏まらない。むなしい議論になる。
　折りしも、「ねざす」No.50に運動部活動の特集がされた。この特集はタイムリーなのか。「かながわ部活ﾄﾞﾘｰﾑプラン21」では部活動はやはり教育活動の一環として免れ得ない位置を占めている。部活動は教育活動ですか？
この問題、若い世代と共に議論をくり返していくしかない。（釜利谷分会　村田耕作）
